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20 - 提案

様々な意見がある事は、周知
の事実ではありますが、屋代
南校・松代・更級農業の多部
制統合等が、計画されている
今、千曲市行政がイニシア
ティブをとって、市の中核に
ある屋代南・旧庁舎を合わ
せ、かつて招聘された新潟薬
科大学を再度交渉のテーブル
に乗せて、市の活性化の起爆
剤にしていただきたい。将来
ある千曲市のため、市長自ら
の決断にかかっている。
若者が集まり、定住人口の増
加、市の商店街区の活性化等
を期待いたします。

【長野千曲総合技術新校（仮称）について】
７月３１日・８月５日に長野県教育委員会によ
る「再編・整備計画【三次】（案）」住民説明
会が開催されました。
【高等教育機関の誘致について】
少子化が進むとともに、新型コロナウイルス感
染症の影響により生活様式が変化し、教育現場
ではオンライン授業も増えるなど、高等教育機
関の在り方が変化しています。こうした状況か
ら、第三次総合計画では、本目標2-2において
「少子化や生活様式が変化する中で、人材の育
成や産業の振興、若年人口の交流と定着を図る
ため、高等教育機関誘致の必要性を検討しま
す。」としています。
誘致に際しては、自治体の負担も求められるこ
とから、ご意見のとおり千曲市の将来を見据
え、誘致の必要性を検討してまいります。

工程表が示されていないとのご質問です
が、一概に千曲市に高等教育機関があれば
よいということでなく、先の回答にあるよ
うな状況も考慮しながら、相手方が希望す
る規模や自治体の財政負担と当市の考えも
示していく中で検討を進めることから、工
程表を作成せず、随時、情報収集に努めて
まいります。

総合政策課

21 - 提案

雨宮工業団地に新光電気に次
ぐ関連企業の誘致により固定
資産、雇用の増進をお願いし
たい。

雨宮産業団地につきましては、平成27年度より
建築業大手の大和ハウス工業(株)とともに公民
連携事業として、物流施設を中心とした産業団
地として、新規雇用400名以上を目指して造成
を進めてまいりました。
昨年8月末に、造成工事を終え、現在全5区画中
4区画に企業の立地が決定し、現在工場等の建
設工事が進められております。
物流を中心とした産業団地として計画をしてお
りましたが、製造業の企業が進出したことによ
り、新規雇用は、目標の400名を大きく上回る
見込みとなっております。
また、固定資産税につきましても、農地から産
業用地となったことで、評価額が大きく上が
り、大幅な税収増となる見込みです。
残る１区画につきましても、大和ハウス工業
（株）と連携し、企業誘致に努めてまいりま
す。

雨宮産業団地につきましては、当初市営の
開発事業（用地取得から造成工事、分譲ま
で市が行う事業）として検討しておりまし
たが、事業に要する時間やコストの面から
困難であると判断し、公共と民間が役割を
分担して進める「公民連携事業」により進
めることとし、大和ハウス工業(株)ととも
に取り組んでまいりました。
市の役割としまして、①地権者の取りまと
め②農用地区域からの除外（農産法実施計
画の策定）③造成工事に関する技術支援を
担当し、企業の役割として、①用地取得②
開発行為③農地転用④造成工事⑤建築工事
⑥分譲を担当していただいております。
用地は企業の所有であり、相手もあるた
め、工程表はお示しできませんが、大和ハ
ウス工業(株)と連絡を密に連携しながら企
業誘致、早期完売を目指してまいります。

産業振興課

第５次行政改革大綱・実施計画進捗状況報告書等　再質問事項に対する回答書

今回の回答につきまし
て、どの項目も、いつま
でに個別具体的に進めて
いくのか、工程表が示さ
れておりません。千曲市
としての関わり方が薄い
と言わざるを得ません。



番
号

ペ
ー
ジ

項目 質問内容 回答 再質問内容 再回答 担当課

第５次行政改革大綱・実施計画進捗状況報告書等　再質問事項に対する回答書

- - 提案 - -

住民の声を丁寧に政策に
反映できる、他地域の行
政機関がやり始めてい
る、住民参加型の合意形
成プラットフォーマーを
千曲市としてお進めいた
だけませんか？　住民の
意見をオンラインで吸い
上げ、まちづくりを今進
化させないと、人口減少
に歯止めがかからず、日
本企業と同様、衰退途上
の千曲市になってしまう
のではないでしょうか。
広く市民のアイデアを生
かすことが、喫緊の課題
ではないでしょうか。行
政の皆様の熱い思いに期
待いたします。

コロナ禍において“住民同士や住民と行
政”を繋げるコミュニケーション機能や意
見交換の機会が極端に減少している中で、
一層スピード感を持って市民と協働して取
り組んでいく必要があることから、地域課
題解決に向けた有効なツールとして「住民
参加型システム」＜ポリネコ！ちくま＞を
導入することになっております。
本システムは、市民の皆さんの意見や要望
等をスマートホンやタブレット、パソコン
により吸い上げるシステムです。設問ごと
に参加された皆さんに知っていただきた
い、学んでいただきたい情報が用意されて
います。たとえば、避難所に関連したもの
であれば、千曲市の避難マニュアルや地区
ごとのハザードマップなど、必要な知識情
報を知ることができます。
また、自分の考えを行政に届けることも可
能になります。最終的に、こちらで集約し
た分析結果も俯瞰できます（見れます）の
で、新しいコミュニケーションの一つの手
段として捉えていただければ幸いです。
現在は、市内の消防団員を対象に参加協力
をお願いしているところです。来月からは
『防災』をテーマとして市民の声をお聞き
しようと考えております。（市報10月号の
特集で掲載予定です。）
それ以降は、『子育て支援』等市政の課題
をテーマにして様々な市民の声を聞いてま
いります。

行政マネジ
メント室
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7 20
温泉施設
（白鳥園）

開館当時に比べ施設の老朽
化・清潔感の不足が年々助長
されている。顧客の利用に応
えてこそが地域密着のコミュ
ニティーとしての施設の原点
だと思います。費用対効果を
考慮し、委託業者に対しても
適正な運営を依頼することに
より最終の営業利益が生み出
されると思います。こうした
温泉施設の月次ＰＬ（損益計
算書）等のチェックをどうさ
れているのか。お教えくださ
い。

施設の適正運営については、指定管理者と連
携を図り進めていますが、コロナ禍の影響も
あり、経営状況は厳しい状況となっていま
す。
指定管理者とは定期的に面談を行い、施設利
用者数の把握や収支決算書等により経営状況
を確認し、経営改善に向けての検討を行って
おります。
また、施設南側に芝生広場の整備を予定して
おり、地域の公園利用者の方が、入浴や飲食
をしていただける仕組みづくりを考えており
ます。

生活安全課

8 20
温泉施設
（白鳥園）

【戸倉駅近隣民間温泉施設と
の差別化、集客のデストネー
ション性】
空きスペースにP11,P12の博物
館②③として新たな顧客の需
要を喚起できる文化施設の誘
致実行を検討願いたい。
今のままでは、高額投資のた
め、やがて行革案件に白鳥園
がリストアップされる状況に
なってもおかしくない。

白鳥園南側の空きスペースについて、中心部
分は（コロナワクチン接種会場辺りまで）、
芝生広場としての整備検討を進めており、来
年度より工事着手を予定しております。
さらに南側の低未利用地については、戸倉体
育館エリア・河川敷エリアを含め、千曲市総
合運動公園基本構想により、検討を進めてお
ります。

生活安全課

番
号

担当課

1 秘書広報課

見直し案はとても良いと思います。ただ、今までと変わると戸惑うことが多いので、周知の方法
が大切かと思われます。
紙媒体の場合もこれほど立派なものでなくて良いのでは？

変更にあたっては、適切な時期に市報、ホームページ及びSNS等
で市民への周知を図る予定です。
一番使用頻度が高い「ごみ収集カレンダー」は今年度（R4）と同
様の仕様とし、新「暮らしのカレンダー」は市報中面への折り込
みとなるため、市報と同じ紙質とする予定です。

公共施設個別施設計画進捗状況報告書　再質問事項に対する回答書

近未来にどういう施設に
していくのか、そのため
に指定管理者とどういう
スケジュールにて、経営
の健全化を進めていくの
か。
空きスペースについて、
文化施設等併設する場合
の考え方・工程表をお示
しいただきたい。

白鳥園南側（コロナワクチン接種会
場の辺りまで）の芝生広場について
は、令和5年度より整備工事を予定し
ていますが、整備完了後は、ハード
面の整備だけでなく、同広場をイベ
ント会場として利用いただき、イベ
ント参加者が白鳥園で入浴や食事を
してもらうような、ソフト面の強化
も経営の健全化を図るうえで、必要
であると考えています。
また、白鳥園施設の１階部分に未活
用の部分があることから、コロナ禍
においても、施設の有効利用が図れ
るよう、早急に指定管理者と協議を
行い、集客につながるよう検討して
まいります。
芝生広場予定地のさらに南側につい
ては、戸倉体育館エリアと河川敷エ
リアを含め、現在、千曲市総合運動
公園基本構想により、協議会の中で
検討をいただいております。
現状では、文化施設等を併設する予
定はありません。

暮らしのカレンダーの見直しについての質問事項に対する回答書

質問内容 回答


